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１．沖縄地域の検討状況

＜令和５度検討概要＞
➀県民・観光客の目的地までの移動実態を把握

既存公表資料、Webアンケート、ETC2.0等から整理

②観光客の「来訪回数／属性別」で立ち寄り先の傾向を把握

沖縄県観光統計実態調査、ヒアリング、Webアンケート等から整理

③ビッグデータを使い県民・観光客の移動を分析

・広域移動：市町村単位での流動

・域内移動：移動経路や周遊範囲

「広域移動」の分析イメージ

那覇バスターミナルからの流動の例

「域内移動」の分析イメージ

沖縄ｺﾝﾍﾞﾝ
ｼｮﾝｾﾝﾀｰ

セルラースタジアム

沖縄アリーナ

レンタカーで周遊
しない可能性
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個人の移動経路の例

2~4回来訪 上級者

公共交通

自家用車

自家用車

自家用車

駐車場の混雑を
ETC2.0で把握

公共交通／自
家用車利用別
の歩く意欲を把
握（アンケート）

移動手段別の市町村間
の流動を把握（公共交通
の利便割合の高い区間）

・沖縄道路経済戦略研究会では、令和２年度から、コロナ禍・収束後の新たな日常や観光振興等の動向を踏まえ
つつ、沖縄の地域特性（自然環境、社会環境）を考慮したうえで、歩行者の回遊性の検討を行っている。
・令和５年度は、基本的な人の動きを把握するため、対象者は「県民」と「観光客」、移動範囲は「広域」、「域内」に
分類し、「現状及び課題」を整理した。
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健康に良い
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環境に良い／SDGｓに寄与する

自然や風景を楽しめる

交通費が不要・節約できる

その他：

那覇市×自家用車(n=225) 中南部都市（那覇市除く）×自家用車(n=149)
那覇市×公共交通(n=87) 中南部都市（那覇市除く）×公共交通(n=38)

（4.5％）
沖縄市→うるま市

（3.8％）
うるま市→沖縄市

（6.9％）
那覇市→宜野湾市

（14.3％）
宜野湾市→那覇市

（5.6％）
那覇市→西原町

（8.9％）
西原町→那覇市

（5.2％）
那覇市→浦添市

（13.3％）
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（4.8％）
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那覇市→南風原町
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２．県民・観光客の広域・域内の移動実態

１）目的地までの移動実態の把握

・流動が多い那覇市向けの「乗合バス分担率」は最大14.3%。
・公共交通を利用しない理由は、「自由に使える自動車やバイク等がある、自由に移動できない」。公共交通利
用者は「交通費の節約」より「健康に良い」「運動」を意識。

【観光地周辺の走行挙動（ETC2.0特定プローブデータ）】

【国勢調査「乗合バス分担率」】

2020年11月11日14:31（9分の走行データ）
首里城北側から走行。P1駐車場を通り過ぎ、空き地に
てUターンして、P-1駐車場に入庫した走行経路

P

Ｕターン走行

駐車場を通過

P
Ｓ

G

駐車場を通過 Ｕターン走行箇所

駐車場入り口

那覇市向け「乗合バス分担率」
は高い（那覇市発分担率より）

通勤・通学者／
車・公共交通利
用者・居住地別
で集計

・首里城周辺のうろつきの事例は、駐車場を「通過」、「満車」、「探す」ことが想定される。
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観光客
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中南部都市（那覇市除く）
×自家用車(n=149)

那覇市×公共交通(n=87)

中南部都市（那覇市除く）
×公共交通(n=38)

【歩く意欲】

公共交通利用

者は交通費の

節約意識が高い

公共交通利用者

の意識は高い

【公共交通を利用しない理由】
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0% 20% 40% 60% 80%

自由に使える自動車・バイク等がある

利用可能な路線がない

乗り場まで遠い

遅い（所要時間が長い）

目的地までの到着時間が読めない

時間通りに来ない

高い

自由に移動できない

路線や乗換えが分かりにくい

特に理由はない

その他：

那覇市(n=225)

中南部都市（那覇市以外）(n=149)

那覇市、中南

部都市居住者

どちらも高い

【歩く理由】

※出典：令和２年度国勢調査 ※令和５年度 本研究会事務局にて調査（Webアンケート）
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２．県民・観光客の広域・域内の移動実態

２）観光客の来訪回数別等での傾向の整理

・公共交通：「西海岸・那覇市」の来訪が高い。「那覇市のみ」来訪は41.4％。
レンタカー：「やんばる地域を含めた東海岸」エリアの来訪が高い。「那覇市のみ」の来訪も5.8％。
・消費額は総じてレンタカー利用者の方が消費額は高い。滞在日数は公共交通・レンタカーとも４日程度。
・移動手段・来訪回数では、初心者は海洋博公園、レンタカーは海・道の駅に、公共交通上級者はSCに立ち寄る。

【公共交通とレンタカーの来訪先】

【立寄り先の来訪割合（移動手段・来訪回数別）】

公共交通 レンタカー
39,852

13,086

21,154 21,545

10,218

20,454

29,329

7,428

16,692 15,554
10,691

15,533

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

宿泊費 交通費 土産買物 飲食費 娯楽入場費 その他

レンタカー(n=7,870) 公共交通(n=4,093)

総消費単価 滞在日数
レンタカー(n=7,870) 94,116円 4.11
公共交通(n=4,093) 69,954円 4.10

那覇市のみ来訪41.4％ 那覇市のみ来訪5.8％

【全体消費額及び費目消費額（移動手段別）】

娯楽入場費のみ公共交
通利用者の方が高い

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80% 1回 公共交通(n=1,371） 1回 レンタカー(n=5,293） 2-4回 公共交通(n=2,543） 2-4回 レンタカー(n=12,271） 5-19回 公共交通(n=2,501） 5-19回 レンタカー(n=11,814） 20回以上 公共交通(n=1,065） 20回以上 レンタカー(n=3,525）

【海洋博記念公園】
レンタカー７割、公共交通５割
初心者が多い

【海・ビーチ】
レンタカーは４割以上。公
共交通も初心者は高い

【道の駅】
レンタカーは高く、公共交通は低い

【ショッピングセンター】
公共交通上級者は
僅かに高い

※出典：令和４年度沖縄県観光統計実態調査

※出典：令和４年度沖縄県観光統計実態調査

※出典：令和４年度沖縄県観光統計実態調査
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２．県民・観光客の広域・域内の移動実態

３）ビッグデータを使った移動実態の分析（１）

・那覇ＢＴ及び豊崎レンタカー営業所から、中部地域までの移動が広範囲にあることを確認。名護ＢＴからは北部域
内のほか、中部地域から那覇方面への移動は薄い。那覇・名護ＢＴ、レンタカーとも中部地域との結びつきは強い。
レンタカーの移動平均距離は10km程度。

・那覇市街地周辺をみると休日の買物施設が増加。
那覇BTの前後立寄 名護BTの前後立寄 豊崎レンタカー営業所

の前後立寄

那覇市街地周辺の買物の立ち寄りが増加

②サンエーメインプレイス（買物施設）①サンエーパルコシティ（買物施設）

休日に増加した箇所例（買物）

②

④

③

平日の国際通りへの移動 休日の国際通りへの移動

比
較

松山・久茂地

■平日：37,182トリップ ■休日：32,257トリップ

①

②

牧志駅

335トリップ
移動距離平均7.6km

94トリップ
移動距離平均11.0km

149トリップ
移動距離平均9.3km

※使用データ：携帯GPSデータ（KDDI）や施設情報等のデータをかけあわせた合成データ（人流ビッグデータ） 提供元：株式会社GEOTRA
データ対象期間：2023年９月 平日：884,492トリップ 休日：794,288トリップ
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２．県民・観光客の広域・域内の移動実態

３）ビッグデータを使った移動実態の分析（２）

・国際通りでは、県庁側の往来と牧志側の２パターンに分類。移動距離は平均345ｍ、所要時間は約６分。
・平日の昼と夜にて滞在拠点および移動の傾向が異なる。

【国際通り周辺（平日・時間帯ごとのOD比較）】

久茂地一丁目

久茂地三丁目

牧志一丁目

牧志二丁目

牧志三丁目

壺屋一丁目

松尾二丁目

松尾一丁目泉崎一丁目

平日昼（12時～16時）

【国際通り周辺（平日町丁目OD）のエリア及び属性】

久茂地一丁目

久茂地三丁目

牧志一丁目

牧志二丁目

牧志三丁

壺屋一丁目

松尾二丁目

松尾一丁目泉崎一丁目

平日夜（20時～24時）

国際通り

国際通り

牧志三丁目

久茂地一丁目

久茂地三丁目

牧志一丁目

牧志二丁目

牧志三丁目

壺屋一丁目

松尾二丁目松尾一丁目

泉崎一丁目
県庁前周辺の往来

牧志周辺の往来

移動距離は平均345m
（中央値258m）

移動の所要時間
は約６分

国際通り

※使用データ：携帯GPSデータ（KDDI）や施設情報等のデータをかけあわせた合成データ（人流ビッグデータ） 提供元：株式会社GEOTRA
データ対象期間：2023年９月 平日：884,492トリップ 休日：794,288トリップ



沖縄総合事務局３.調査結果から見た県民・観光客の移動の課題

調査結果(まとめ)
広域移動 域内移動

県
民

【公共交通利用者】

・中南部都市と那覇市の移動は、乗合バス分担率は那覇市発よりも
那覇市向けが高く最大14％。

・「交通費の節約」より「健康に良い」「運動」を意識しているから利用。

・那覇ＢＴ、名護ＢＴからの移動は中部地域への移動が多い（観
光客も含む）。

【自家用車利用者】

・「自由に使える自動車やバイク等がある、自由に移動できない」ので
公共交通は利用しない。

【国際通り周辺の事例】

・国際通りの端から端の流動は少なく、国際通り西側の県庁
前周辺、国際通り東側の牧志周辺の流動に分かれている。

＜徒歩での流動エリアが限定的＞

・夜は、アーケード街の飲食施設が多いエリアの流動が多い。

＜昼夜でにぎわうエリアが異なる＞

・個別に動きをみると、半径300m程度の範囲の流動が多い。

＜限られた回遊エリアで消費をしている＞

観
光
客

【公共交通利用者】
・交通費が「費用が安い」から利用する。来訪上級者は「目的地まで
のアクセスが便利」。

【レンタカー利用者】
・沖縄は「レンタカーでしか移動できない」との思い込みあり。短距離利
用者も存在。
・公共交通の移動で十分なエリアでも利用する人もいる。
・観光地周辺でのうろつきは「時間のロス」、「事故」につながる可能性。
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○令和６年度には、令和５年度に実査を行っている沖縄中南部都市圏パーソントリップ調査結果の速報や、沖縄県
で実施予定の路線バス無料社会実験などの取組みが予定されている

○これまでの検討結果に加え、上記取組み等を踏まえ、沖縄における交通課題の解消を図るとともに、将来像の実現を
支えるための道路ネットワークの機能を最大限に引き出すための各種取組の検討を支援し、「WISENET2050」に資
する取組みを沖縄で実現するための検討を行っていく

（取組例）
・交通モード間の接続強化を図り、まちづくりの拠点ともなる交通結節点の整備
例：てだこ浦西駅、名護漁港周辺、沖縄市胡屋・中央地区

・渋滞緩和や公共交通利用促進に寄与する那覇市～沖縄市間への基幹バスシステム（バスレーン等）の導入に向けた検討

出典：沖縄ブロック新広域道路交通ビジョン（2021年3月）

＜将来像の実現に向けた広域道路ネットワークの基本方針＞

1.拠点連携を支える広域的交通ネットワークの強化

2.観光・交流のための魅力的な交通 基盤の実現

3.人に優しい交通体系の構築

4.災害に強い交通ネットワークの構築

5.ICTを活用した交通マネジメント

実現を目指す将来像

＜てだこ浦西駅の交通結節点整備の取組＞

←至 坂田

↑至 西原JCT

↓至 西原IC

幸地IC（仮称）※フルIC

浦添西原線バイパス
・西原町と浦添市の沿岸域を結ぶ4車線道路

P&R
駐車場
・1,000
台規模

交通広場
・バス停留場、駐機場
・タクシー乗降場、駐機場
・送迎（キス＆ライド）乗降場
・バイク、自転車置き場

浦添西原線BP
高架橋桁下空間の活用
・レンタカーライド
・バス駐機場

供用中

未整備

・沖縄自動車道、浦添西原線、都市モノレールが結節。

・Ｐ＆Ｒ駐車場や交通広場の整備とも連携して複合的な

交通結節点として位置付け。

てだこ浦西駅周辺整備の概要
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